
東北と総合建設業特集

東日本大震災に起因する東京電力福島第一原子力発電所の事故により放出された目に見えない脅威。
農地、宅地などに飛散した放射性物質を除去する「除染事業」が最終段階を迎えている。
田畑の土を入れ替え、道路を洗い、家屋を手作業で拭き取る。
人類が初めて直面したと言っても過言ではない危機に、国は、建設業界はいかに立ち向かっているのか。
その先頭に立つ環境省に話を聞くとともに、現場からの声を集めた。

目に見えない被害と向き合い、
安心して暮らせる故郷を取り戻す

文：槌田波留基　写真：中原一隆

除染・
中間貯蔵施設
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常磐
自動車道

東北と総合建設業 東日本大震災
復興MAP

除 染 編

除染対象
区域人口

（人）（概数）

除染対象
面積

（ha）（概数）

区域
見直し

除染の進捗状況 除染終了時期（目途）※3 避難指示
解除除染計画 仮置場等の確保 ※1,2 除染の同意取得 ※2 除染作業 宅地 宅地以外

田村市 400 500 H24/4 H24/4 確保済み 終了 終了 H25/6に終了 H26/4
楢葉町 7,700 2,100 H24/8 H24/4 確保済み 終了 終了 H26/3に終了 H27/9
川内村 400 500 H24/4 H24/4 確保済み 終了 終了 H26/3に終了 H26/10 ※4

大熊町 400 400 H24/12 H24/12 確保済み 終了 終了 H26/3に終了
各市町村の復興計
画等も踏まえ遅く
とも平成29年３月
までに避難指示を
解 除 し、 住 民 の
方々の帰還を可能
にし て い け る よ
う、除染の十分な
実施、インフラ等
の復旧の加速に取
り組む ※5

葛尾村 1,400 1,700 H25/3 H24/9 確保済み   終了（ほぼ終了） 終了 H27/12に終了

川俣町 1,200 1,600 H25/8 H24/8 確保済み   終了（ほぼ終了） 終了 ※6 H27/12に終了 ※6

飯舘村 6,000 5,600 H24/7 H24/5 確保済み ほぼ終了 作業中 H27/6に終了 H28年内

南相馬市 13,300 6,100 H24/4 H24/4 ほぼ確保 約９割 作業中 H27年度 H28年度

浪江町 18,800 3,300 H25/4 H24/11 約８割 約９割 作業中 H27年度 H28年度

富岡町 11,300 2,800 H25/3 H25/6 確保済み ほぼ終了 作業中 H27年度 H28年度

双葉町 300 200 H25/5 H26/7 確保済み 約９割 作業中 H27年度

※1　仮置場の確保率は、必要とされる仮置場面積に対し、借地契約済みの仮置場面積が占める割合。除染工事の進捗に応じて、仮置場の必要面積の増減が発生することがあ
り、その場合、確保率の割合が増減することがある。※2　「仮置場等の確保」「除染の同意取得」欄の括弧内は前月時点のもの。前月から変化がない場合、括弧書きは省略。
※3　除染終了時期は、各市町村の除染実施計画における除染対象のうち、同意を得られたものに対する面的除染が終了した（終了する）時期を記載。なお、同意を得られず面
的除染の対象とならなかった場合でも、最終的に同意が得られれば除染を実施する予定。※4　川内村の避難指示解除準備区域であった地域が平成26年10月1日に解除され、
居住制限区域であった地域は同日避難指示解除準備区域に再編された。※5　「原子力災害からの福島復興の加速に向けて」改訂（平成27年6月12日閣議決定）より引用。 
※6　平成27年9月の豪雨災害で被災した農地の一部等を除き、平成27年12月に面的除染を終了。

宅地 農地 森林 道路

田村市 100 100 100 100
楢葉町 100 100 100 100
川内村 100 100 100 100
大熊町 100 100 100 100
葛尾村 100   100（97） 100   100（91）

川俣町 100   99（81）   100（96）   100（74）

飯舘村 100   50（48）   86（82）   45（40）

南相馬市   75（64）   31（24） 50   26（16）

浪江町   34（27） 36   47（45）   67（62）

富岡町   79（74）   65（51） 99.8   94（93）

双葉町   73（63）   76（56）   33（16）   16（6）

※1　実施率は、当該市町村の除染対象の面積等に対し、一連の除染行為（除草、堆積物除去、洗浄等）が終了
した面積等が占める割合。※2　「除染対象の面積等」「一連の除染行為が終了した面積等」は、いずれも今後の
精査によって変わりうる。※3　括弧内は前月時点のもの。前月からの変動がない場合は括弧書きを省略。  
※4　本表の実施率の算出には、原則として帰還困難区域は含まない。※5　川俣町について、平成27年9月の
豪雨災害で被災した農地の一部を除いた場合、農地の進捗率は100％となる。

国直轄除染の進捗状況❶ （平成27年12月31日時点） 国直轄除染の進捗状況❷ （平成27年12月31日時点）
除染等工事の進捗状況（実施率）は以下のとおり。※発注率は全市町村で100%。

国直轄除染の対象となる11市町村の全てにおいて除染計画を策定済み。
うち、田村市、楢葉町、川内村、大熊町、葛尾村、川俣町では除染計画に基づく面的除染が終了。残る5市町村では除染の作業中。 （単位：％）

福 島 県

富岡町楢葉町

浪江町

大熊町

川内村

双葉町 南相馬市

葛尾村
飯舘村

田村市

川俣町

東京電力
福島第一原子力発電所

除染終了

除染終了・避難指示解除

宅地除染終了

着手済

発注済

除染特別地域

帰還困難区域

　

事
故
由
来
の
放
射
性
物
質
が
付
着
し

た
土
壌
等
の
除
去
を
行
う
「
除
染
」
は
、

震
災
年
の
平
成
二
十
三
年
八
月
に
制
定

さ
れ
た
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
よ
っ
て
具
体
的
に
動

き
始
め
た
。
除
染
エ
リ
ア
は
、「
除
染
特

別
地
域
」
と
「
汚
染
状
況
重
点
調
査
地

域
」
に
大
別
さ
れ
、
前
者
を
国
直
轄
、

後
者
を
市
町
村
が
主
導
す
る
仕
組
み
が

取
ら
れ
て
い
る
。
国
直
轄
の
除
染
対
象

と
な
っ
た
一
一
市
町
村
全
て
に
お
い
て

除
染
計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
に
半

数
以
上
の
自
治
体
で
面
的
除
染
が
完
了

し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
は
平
成

二
十
八
年
度
内
に
予
定
し
て
い
る
除
染

を
完
了
す
る
計
画
だ
。

原
発
事
故
か
ら
五
年
、

除
染
事
業
の
い
ま

環境省「国直轄除染の進捗状況」を基に作成。 建設業界 062016.207 建設業界 2016.2



除染のフォローアップ6
1. 効果の維持確認・
 フォローアップ除染
2. 継続モニタリング
3. 住民へのきめ細かな対応

（1〜3のうち、必要なものを選択して
実施）

事後の放射線モニタリング等5

除染作業4

土地・建物ごとの
除染計画の作成

3

事前の放射線モニタリング
建物等の状況調査

2

画
の
策
定
。
同
意
を
得
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
初
め
て
作
業
に
取
り
掛
か
っ
た
。

　

地
元
の
方
々
の
立
場
に
立
っ
て
考
え

る
。
そ
の
信
頼
を
裏
切
る
こ
と
な
く
維

持
す
る
。
こ
う
し
た
基
本
的
な
姿
勢
は
、

今
で
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　

除
染
作
業
自
体
は
ハ
イ
テ
ク
な
も
の

で
は
な
い
と
高
橋
局
長
は
説
明
す
る
。

「
表
土
を
剥
ぎ
取
り
、
家
屋
の
屋
根
や

時
保
管
す
る
仮
置
場
の
確
保
と
、
除
染

す
る
家
屋
の
所
有
者
、
地
権
者
一
人
ひ

と
り
か
ら
除
染
の
同
意
を
取
り
付
け
る

こ
と
だ
。「
避
難
さ
れ
て
い
る
被
災
者

の
皆
様
に
、
汚
染
状
況
や
除
染
作
業
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
国
と
し
て
再
生
事
務
所
が
最

初
に
現
場
へ
入
っ
た
。
事
故
に
対
す
る

困
惑
、
怒
り
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
ま

し
た
。
そ
の
上
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
。
大
変
難
し
い
道
程
で

し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

ま
ず
は
、
市
町
村
と
連
携
し
、
住
民

説
明
会
を
行
っ
た
。
放
射
性
物
質
と
は

何
か
、
除
染
と
は
ど
う
い
う
作
業
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
話
は
始
ま
る
。
被

災
者
の
立
場
に
立
ち
、
丁
寧
に
除
染
の

必
要
性
を
説
き
続
け
る
こ
と
で
徐
々
に

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
っ
た
。
仮
置
場

の
確
保
に
つ
い
て
も
地
権
者
が
「
復
興

の
た
め
な
ら
」
と
理
解
を
示
し
て
く
れ

た
。
そ
の
後
に
戸
別
の
調
査
、
除
染
計

壁
の
付
着
物
を
拭
き
取
る
。
そ
れ
を
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
コ
ン
テ
ナ
に
い
れ
て
保
管

す
る
と
い
う
地
道
な
作
業
で
す
。
難
し

い
の
は
除
染
対
象
が
広
範
囲
に
わ
た
る

こ
と
と
、
厳
格
な
放
射
線
の
管
理
で
す
。

大
規
模
な
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
建
設
業
界
の
協
力
を
仰
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
」。
ゼ
ネ
コ
ン
は
大

規
模
な
施
工
体
制
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
る
。
多
く
の

重
機
、
専
門
機
器
も
稼
動
す
る
が
、
作

業
は
基
本
的
に
は
人
海
戦
術
だ
。
高
橋

局
長
は
「
多
く
の
職
員
や
作
業
員
の
方

に
除
染
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

建
設
業
界
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。
森
林
の
落
ち
葉
回
収

な
ど
細
か
い
作
業
は
人
手
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
現
場
で
は
一
〜
二
万
人
の

作
業
員
が
作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
建
設
業
界
に
と
っ
て
も

「
除
染
」
は
初
め
て
の
事
業
だ
。Ｊ
Ｖ
職

員
の
意
識
改
革
、
作
業
員
に
対
す
る
安

全
教
育
、
被
曝
線
量
の
サ
ー
ベ
イ
シ
ス

テ
ム
の
整
備
な
ど
、
適
正
除
染
に
向
け

た
体
制
づ
く
り
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
家
屋
全
体
を
取
り
囲
む
足
場
を

組
み
、
屋
根
か
ら
軒
下
、
基
礎
部
ま
で

を
手
作
業
で
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す
る
、
汚

染
の
拡
散
を
防
止
す
る
た
め
高
圧
洗
浄

は
容
易
に
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
除

染
前
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
必
須
だ
。

作
業
は
精
緻
を
極
め
て
い
る
。

　

あ
る
Ｊ
Ｖ
が
策
定
し
た
「
除
染
八

則
」
と
い
う
全
作
業
員
の
心
構
え
の
第

一
則
に
掲
げ
ら
れ
た
の
も
「
住
民
の
皆

さ
ん
の
気
持
ち
に
な
っ
て
除
染
す
る
」

と
い
う
約
束
だ
っ
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
を
超
え
る
復
興

に
向
け
た
使
命
感
が
現
場
を
動
か
し
て

い
る
。

環境省
水・大気環境局長

高橋康夫
Yasuo Takahashi

住
民
の
立
場
に
立
っ
た

徹
底
的
な
適
正
除
染

除染特別地域における除染工程の流れ

敷地等への
立入のご了解

除染計画の
ご説明

除染のご同意
着手のご連絡

結果のご報告

土地、建物等の調査
（所有者等の把握）

1

　

震
災
に
よ
る
原
発
事
故
が
発
生
し
た

と
き
、
わ
が
国
に
は
放
出
さ
れ
た
放
射

性
物
質
に
対
処
す
る
法
制
度
が
存
在
し

未
曽
有
の
事
態
に

対
処
す
る

東北と総合建設業

環境省「除染工程の一連の流れ」を基に作成

住民とのやりとり

て
い
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
そ
れ
ま

で
に
放
射
性
物
質
に
よ
る
広
範
囲
な
国

土
の
汚
染
と
い
う
経
験
が
な
か
っ
た
の

だ
。
当
時
の
こ
と
を
環
境
省
水
・
大
気

環
境
局
の
高
橋
康
夫
局
長
は
こ
う
語
る
。

「
法
律
だ
け
で
は
な
く
そ
う
し
た
状
況

に
対
応
で
き
る
体
制
も
な
か
っ
た
ん
で

す
。
除
染
は
環
境
省
と
し
て
も
ゼ
ロ
か

ら
取
り
組
む
全
く
新
し
い
事
業
で
し

た
」。

　

震
災
の
翌
年
一
月
に
前
述
し
た
特
別

措
置
法
が
施
行
さ
れ
た
。
環
境
省
も
現

地
に
福
島
環
境
再
生
事
務
所
を
設
置
し
、

除
染
事
業
に
着
手
す
る
。
事
務
所
は
数

十
人
規
模
で
発
足
。
本
部
長
と
し
て
現

地
に
赴
任
し
た
経
験
を
持
つ
高
橋
局
長

は
、
当
時
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
課
題

が
あ
っ
た
と
話
す
。
除
去
土
壌
等
を
一

適切な対応で
除染を進める
─先頭に立つ環境省の取組み─
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廃棄物
貯蔵施設
放射性セシウム濃
度 が10万Bq/kg
を超える焼却灰等
の廃棄物を貯蔵し
ます。

分別を踏まえて、放射性セシウム濃
度や、その他の特性に応じて、土壌
などを貯蔵します。

土壌貯蔵施設

草木などの可燃物を減容化（焼却）
して、貯蔵物の容量を減らします。

減容化(焼却)施設

放射性セシウム濃度が10万Bq／
ｋｇを超える焼却灰等の廃棄物を貯
蔵します。

廃棄物貯蔵施設

搬入される土壌や廃棄物の重
量や放射線量を測定し、分別を
行います。

受入・分別施設

その他の個別施設

・スクリーニング施設　　・水処理施設　　・ストックヤード　　
・管理棟　　・研究等施設　　・情報公開センター　等

除染仮置場等

※イメージ

※イメージ

※イメージ

※イメージ

中間貯蔵施設に整備する個別施設と  処理フローのイメージ

中間貯蔵施設の案について

　

除
染
は
当
初
、
二
カ
年
ほ
ど
で
完
了

す
る
計
画
だ
っ
た
と
高
橋
局
長
は
明
か

す
。「
し
か
し
、
用
地
の
確
保
や
調
整
に

時
間
が
か
か
り
、
平
成
二
十
五
年
の
段

階
で
完
了
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
各

市
町
村
の
首
長
さ
ん
と
協
議
を
重
ね
て

計
画
を
作
り
変
え
、
現
在
ま
で
確
実
に

進
捗
し
て
い
ま
す
。
今
振
り
返
る
と
、

そ
の
と
き
の
地
元
の
皆
さ
ん
と
の
真
摯

な
対
話
が
被
災
地
と
国
の
一
体
感
を
一

層
強
固
に
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」。

　

除
染
は
時
間
と
の
戦
い
だ
。
昨
年
六

月
、
国
は
遅
く
と
も
平
成
二
十
九
年
三

月
ま
で
に
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
、

居
住
制
限
区
域
に
つ
い
て
避
難
指
示
を

解
除
す
る
と
い
う
指
針
を
示
し
た
。
除

染
作
業
も
そ
の
期
限
ま
で
の
完
了
を
目

指
し
、
加
速
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
橋
局
長
は
「
時
間
の
経
過
と
と
も
に

住
民
の
帰
還
に
寄
せ
る
期
待
感
は
薄
れ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
一
日
も
早

く
除
染
を
完
了
さ
せ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
歩
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

　

除
染
は
土
木
や
建
築
と
は
異
な
り
、

そ
の
完
了
形
が
目
に
見
え
る
わ
け
で
は

な
い
と
、
高
橋
局
長
は
苦
笑
し
な
が
ら

も
こ
う
続
け
る
。「
そ
れ
は
安
心
な
暮

ら
し
を
待
ち
望
む
住
民
の
方
も
同
様
で

す
。
除
染
後
の
丁
寧
な
説
明
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
作
業
後
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

し
て
線
量
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
、
必
要
に
応
じ
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
除
染
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

　

色
も
形
も
持
た
な
い
放
射
線
を
相
手

に
す
る
作
業
だ
。
高
橋
局
長
は
達
成
感

が
希
薄
に
な
り
が
ち
な
作
業
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
影
響
す
る
と
気
遣
う
。

し
か
し
、
最
近
で
は
地
域
の
子
供
達
か

ら
贈
ら
れ
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ス
テ

ッ
カ
ー
を
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
貼
っ
て
現
場

に
向
か
う
作
業
員
も
い
る
。
そ
う
し
た

応
援
の
声
が
何
よ
り
も
励
み
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
期
待
に
背
く
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

今
後
、
課
題
と
な
る
の
が
中
間
貯
蔵

施
設
の
整
備
だ
。
仮
置
場
な
ど
に
集
積

さ
れ
た
除
去
土
壌
等
や
焼
却
灰
を
最
終

処
分
す
る
ま
で
の
三
〇
年
間
、
厳
格
な

安
全
管
理
の
も
と
保
管
す
る
施
設
だ
。

施
設
の
整
備
は
地
元
に
と
っ
て
も
大
き

な
負
担
に
な
る
。
し
か
し
、
一
昨
年
の

九
月
、
福
島
県
知
事
は
建
設
の
受
け
入

れ
を
容
認
。
大
熊
、
双
葉
両
町
の
町
長

も
県
の
こ
の
選
択
を
重
く
受
け
止
め
、

地
権
者
へ
の
説
明
を
了
承
し
た
。「
施

設
の
影
響
緩
和
策
、
輸
送
計
画
、
安
全

確
保
策
な
ど
に
つ
い
て
、
地
元
と
話
し

合
い
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果

除
去
土
壌
等
を
安
全
に

管
理
・
保
管
す
る

中
間
貯
蔵
施
設
の
整
備

中間貯蔵施設に整備する個別施設と処理フローのイメージ

を
踏
ま
え
、
昨
年
三
月
か
ら
パ
イ
ロ
ッ

ト
輸
送
（
試
験
輸
送
）
を
始
め
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
運
搬
車
両
の
通
行
量

は
相
当
な
も
の
に
な
る
は
ず
で
す
か
ら

安
全
性
、
効
率
性
の
検
証
を
丁
寧
に
行

っ
て
い
き
ま
す
」
と
高
橋
局
長
は
話
す
。

建
設
予
定
地
の
地
権
者
は
県
外
に
も
避

難
、
居
住
し
て
い
る
た
め
、
用
地
交
渉

は
全
国
に
わ
た
る
。
専
門
家
を
集
め
、

体
制
を
強
化
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　

福
島
の
復
興
と
再
生
の
た
め
に
は
、

何
よ
り
も
住
民
の
方
々
が
安
心
し
て
安

全
に
暮
ら
せ
る
環
境
の
確
保
が
重
要
と

な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
な
、
未
来
に
向

け
た
取
組
み
と
し
て
、
除
染
・
中
間
貯

蔵
施
設
の
整
備
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。
高
橋
局
長
は
最
後
に
「
環
境
省

に
は
『
今
』
よ
り
も
、
子
や
孫
の
世
代
、

『
将
来
』
を
見
据
え
る
仕
事
が
多
い
。
除

染
や
中
間
貯
蔵
施
設
の
整
備
は
喫
緊
の

課
題
で
す
が
、
こ
れ
も
安
心
と
安
全
を

未
来
に
つ
な
ぐ
事
業
な
ん
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
た
。

「住民と信頼関係を築き、除染を進めている」

　現時点での事業は大きく分けて、除染、中
間貯蔵施設の建設・輸送、指定廃棄物の処理、
そして、長期不在の家屋の解体・撤去という
4つに分類できます。古い住宅を整理して初
めて新しい家を建てられ帰還が可能になる、
重要な仕事です。どれも福島復興の基礎とな
る作業ですから、一日も早く事業を終了させ
次の段階につなぐことが全所員520名の使命
だと思っています。
　除染は住民の皆様の建物・土地、農地に直
接手を触れる作業です。優良な土を作るため
に代々苦労されてきた農地に手を加えること
については忸怩たる思いがあります。敷地の
中に入らないと作業はできないので、住民の
皆様との信頼関係が大変重要になります。き
め細かい説明や話し合いが大前提です。それ

ぞれ、庭石、植栽、玄関先に至るまで思い入
れのある「家」ですが、ヒビ割れの中を除染
するため止むを得ずコンクリートを削らなけ
ればならないこともあります。その時は所有
者と話し合って決定します。除染は単に技術
だけで完遂できるというものでもありません。
　これまで、多い時で、国直轄除染だけでも
約20,000人の作業員の方々が日々作業に当た
っています。膨大な人員をマネジメントして
いただく建設会社にも感謝しています。人員
が多いということは、それだけ注目を集めると
いうことでもあります。より一層の法令遵守、安
全行動の徹底に期待しています。周囲の目が
厳しいということは、本格的な復興がその先
にあるという期待感の表れでもあるでしょう。
難しい状況に置かれることもあると思います
が、我々も含め、そこは歯を食いしばってでも
取り組まなければならないと考えています。
　除染は最終の段階に入っています。様々な
課題を解決する力が、今後実を結んでいきま
す。マイナスを元に戻す仕事ですが、最後ま
で全力を尽くしていきます。

Kentaro Doi

環境省
福島環境再生事務所 所長
中間貯蔵施設等整備事務所 所長

土居健太郎

その他の個別施設
●スクリーニング施設　
●水処理施設　●ストックヤード
●管理棟　　　●研究等施設　
●情報公開センター　等

除染仮置場等

受入・分別施設
搬入される土壌や廃棄物の重量
や放射線量を測定し、分別を行い
ます。

土壌
貯蔵施設
分別を踏まえて、
放射性セシウム濃
度や、その他の特
性に応じて、土壌
などを貯蔵します。

分別を踏まえて、放射性セシウム濃
度や、その他の特性に応じて、土壌
などを貯蔵します。

土壌貯蔵施設

草木などの可燃物を減容化（焼却）
して、貯蔵物の容量を減らします。

減容化(焼却)施設

放射性セシウム濃度が10万Bq／
ｋｇを超える焼却灰等の廃棄物を貯
蔵します。

廃棄物貯蔵施設

搬入される土壌や廃棄物の重
量や放射線量を測定し、分別を
行います。
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除染仮置場等

※イメージ

※イメージ

※イメージ

※イメージ

中間貯蔵施設に整備する個別施設と  処理フローのイメージ

中間貯蔵施設の案について

減容化
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草木などの可燃物
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分別を踏まえて、放射性セシウム濃
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などを貯蔵します。
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して、貯蔵物の容量を減らします。

減容化(焼却)施設

放射性セシウム濃度が10万Bq／
ｋｇを超える焼却灰等の廃棄物を貯
蔵します。

廃棄物貯蔵施設

搬入される土壌や廃棄物の重
量や放射線量を測定し、分別を
行います。

受入・分別施設
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中間貯蔵施設の案について

分別を踏まえて、放射性セシウム濃
度や、その他の特性に応じて、土壌
などを貯蔵します。

土壌貯蔵施設

草木などの可燃物を減容化（焼却）
して、貯蔵物の容量を減らします。

減容化(焼却)施設

放射性セシウム濃度が10万Bq／
ｋｇを超える焼却灰等の廃棄物を貯
蔵します。

廃棄物貯蔵施設

搬入される土壌や廃棄物の重
量や放射線量を測定し、分別を
行います。

受入・分別施設

その他の個別施設

・スクリーニング施設　　・水処理施設　　・ストックヤード　　
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分別を踏まえて、放射性セシウム濃
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などを貯蔵します。

土壌貯蔵施設

草木などの可燃物を減容化（焼却）
して、貯蔵物の容量を減らします。

減容化(焼却)施設

放射性セシウム濃度が10万Bq／
ｋｇを超える焼却灰等の廃棄物を貯
蔵します。

廃棄物貯蔵施設

搬入される土壌や廃棄物の重
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中間貯蔵施設の案について

受入施設

分別施設

出典：環境省「除染土壌などの中間貯蔵施設について」

手作業で塀の除染が進められ、
女性の作業員も参加している。

※図版はイメージ

課
題
克
服
の
過
程
で
深
ま
っ
た

被
災
地
と
の
絆

安
心
と
安
全
を

 「
未
来
」に
つ
な
ぐ
事
業

東北と総合建設業
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※写真はすべて各JVより提供。

作業員教育で
安全を確保する
作業員の意識の
向上を目指して

東北と総合建設業
質の高い除染作業を行うため、
品質管理の徹底、作業員教育、
健康管理をしています。

　一般的な建設業と比べると、除染
作業に従事する作業員の方々は、未
経験者が多いため、作業に必要な知
識の習得はもちろん、いかにして安
全・品質等に対する意識を高めても
らうかが、元請企業として重要な課
題となります。
　当JVではこの課題に対する方策
の一つとして、作業時のほぼすべて
の遵守事項を網羅した「作業所ルー
ルファイル」を作成、全事業者へ配
布し、作業員の皆さんの意識の向上

　除染作業では、広大な範囲の宅地
や農地などを個別に管理して日々作
業に取り組んでいます。そのため地
点や仕様などの膨大な工事情報の管
理が必要です。また、浪江町では平成
28年1月時点で除染に約3,000人が従
事しており、被ばく管理も重要です。
　これらの膨大な情報を管理し、作
業の効率化と工程管理、健康や安全
の管理を一括して担っているのが、
「除染総合管理システム」です。
　本システムにより、作業進捗・工
程管理・モニタリングデータ・フレ
コン情報・被ばく線量・安全書類等、
多岐にわたる情報を関係者間で共有
し、安全で確実な日々の除染業務を
支えています。

安全・確実な除染作業

徹底した品質管理
除染品質の均一化

　除染の品質管理で大切なのは、
「品質のムラ」をなくすことです。除
染は付着した放射性物質を除去する
ことで、その場所から一定の線量低
減を確保できます。問題なのは、対
象となる除染範囲が膨大で多くの作
業員がかかわるため、除染品質を一
定に保つことが困難なのです。 
　そこで当JVでは、「良い施工方法
は徹底して真似をさせる」ことにこ
だわり、各工種に経験豊かな作業班
を配置しその他の班には徹底的に真
似をさせました。除染の基本的な考
え方、更に安全、出来高も強く意識
させ、これらは全て相乗関係にある
ことを繰り返し伝え除染品質の均一
化を図りました。

朝礼では品質・安全・
効率化向上のための継
続的な指導と良好事例
の共有を行っている。

前田・奥村・
田中JV　所長

大澤健一郎
Kenichiro Ohsawa

作業効率化と
健康管理を図る
除染総合管理システム

安藤ハザマ・戸田・
不動テトラ・
淺沼・岩田地崎JV　所長

水谷隆司
Takashi Mizutani

大成・五洋・
日本国土・佐藤工業・
三菱マテリアルJV　所長

大森章男
Akio Ohmori

除染総合管理システム
の取組み。

に活用しています。遵守事項は、新
規入場時の教育から、日々の作業所
での安全管理心構え（安全サイク
ル）にはじまり、具体的な車両の運
行ルールや、車種によるフレコン最
大積込ルール等、約50項目の除染作
業に関する事項を１冊に集約してい
ます。
　今後もこのファイルを通じ、各事
業者が適切な現場管理を実施し、分
かり易く的確な作業員教育が行なえ
るよう心掛けてまいる所存です。

左／作業所ルール
ファイル。
右／現場での交通
安全講習会の様子。

地域の皆さまとともに
─建設業の除染への取組み─
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　富岡町除染工事区域内に設置した
ＪＶ現場事務所に隣接して「富岡町
民立寄り所」と「除染相談室」を設
けています。町外避難生活を余儀な
くされている町民の方々が、一時帰
宅された際に気軽に休憩でき、久し
ぶりに会う町民同士がゆっくり語ら
い、情報交換できるコミュニケーシ
ョンの場としても活用頂いています。
　「立寄り所」には子供達や町民の
方々が制作した絵画や手芸品、民芸
品等を展示すると共に、除染作業の
進捗概要や状況写真等を掲示して、
情報発信の場ともなっています。
　町民の方々との綿密な情報交換を
することで、より町民に寄り添った除
染作業ができていると考えています。

　富岡町除染工事では、川内村の作
業員宿舎の仮囲いに、地元の子供達
の絵画を掲載する「仮囲いアートプ
ロジェクト」を開催しました。川内
村の多くの村民は農業を営んでおり、
子供達は早朝から農作業を手伝った
後、勉強や遊びを行っていましたが、
福島第一原発の事故以降は外で遊ぶ
機会が少なくなっていました。そん
な子供達を励ますために、「仮囲い
アートプロジェクト」を企画しまし
た。完成披露会では、子供達をはじ
め、村長、村民の方々が多く参加し、
会場は多くの笑顔で包まれました。
大林JVでは、子供達の笑顔に応える
ため「全力で頑張る」ことを誓い、
除染作業に従事しています。

　富岡町除染工事JVでは除染工事
への理解を深めていただくために、
平成26年8月、富岡町中央二丁目に
「とみおか『除染の駅』ほっとステー
ション」を開設しました。開設以来、
多くの住民の皆さんや視察に訪れた
方々に、コミュニケーションの場と
しても活用されています。
　工事の概要や除染工事の手順など
をパネルやビデオで紹介しているほ
か、メッセージコーナーや休憩スペ
ースも用意しています。メッセージ
コーナーでは、桜の町・富岡にちな
んで、桜の花をかたどったメッセー
ジカードをコミュニティボードの木
にたくさん貼っていただいており、
桜も満開になりつつあります。

　葛尾村除染工事に従事する作業員
の数は１日当たり最大約3,000人に
もなり、その多くは村外から車で通
勤しています。しかしながら、村外
と葛尾村を結ぶ主要道路は狭隘で、
村内に暮らす住民はいないものの、
村外の沿道には小学校等の施設があ
り、地域の児童たちもこの道路を利
用しているため、交通事故防止対策
が必要であると強く感じています。

町民に寄り添った
情報発信

「富岡町民立寄り所」と
「除染相談室」

地域の安全・安心の
確保に貢献
車両による交通事故防止に向けて
マナーアップ活動を実施

交通量の多い朝夕の通勤時間帯
に、マナーアップ活動を実施す
るＪＶ職員の様子。

奥村・西松・大豊JV
現場代理人

井上博俊
Hirotoshi Inoue

子どもの笑顔に応える
「ただいま！かわうち」
仮囲いアートプロジェクト

大林・東亜・
森本・フジタ・
東武JV　所長

松谷英之
Hideyuki Matsutani

富岡町民立寄り所と除染
相談室は隣接している。

清水・竹中土木・TPT 
JV　作業所長

石原成昭
Nariaki Ishihara

参加者と喜びを分かち合う、アートプロジェクト。

除染工事情報を公開、
休憩所としても利用可能
富岡除染工事情報案内所

「とみおか『除染の駅』ほっとステーション」

富岡町中央二丁目（双葉警察署前交差点）に開設された 
「とみおか『除染の駅』ほっとステーション」。

鹿島・三井住友・
日立製作所・鉄建・
飛島JV　所長

冨田慎二
Shinji Tomita

地域との連携
東北と総合建設業

地域住民のことを第一に考え、情報発信施設、
防犯パトロール活動、一次帰宅者への配慮をし、
住民から感謝の気持ちをいただきました。

　当ＪＶでは作業員の通勤車両によ
る交通事故を防止するため、ＪＶ職
員が定期的に通勤経路の主要箇所に
立ち、運転手に安全運転を呼びかけ
る“マナーアップ活動”を実施して
います。現在まで大きな交通事故が
ないのも本活動が一助になっている
ものと自負しており、今後も地域の
安全・安心の確保に貢献すべく積極
的に取り組んでまいる所存です。
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